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「
巨
椋
の
水
辺
に
係
る
管
理
協
定
」に
よ
る
環
境
美
化
活
動

府
営
農
地
防
災
事
業
に
よ
り
改
修
整
備

さ
れ
た
巨
椋
池
干
拓
地
内
の
親
水
水
路
区

間
（
延
長
約
４０
０メ
ー
ト
ル
）
で
は
、
宇
治

市
・
京
都
市
民
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た「
巨

椋
水
辺
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
水
路

管
理
者
で
あ
る
巨
椋
池
土
地
改
良
区
と
の

間
で
管
理
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
水
路
の
清

掃
や
除
草
活
動
の
ほ
か
、
ア
ジ
サ
イ
を
始

め
と
し
た
植
栽
の
管
理
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
が
府
民
参
画
に
よ
り
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

�問
農
林
商
工
部
地
域
づ
く
り
推
進
室
�
０７
７４
‐
２１
‐
２１
８６

�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

地
域
交
流・
活
性
化
を
促
す
交
通
基
盤
の
整
備

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
社
会
基
盤

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
交
通
円
滑
化
、

安
心
・
安
全
な
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
６月
に
府
道
京
都
守
口
線「
木
津
川

御
幸
橋
」、

１２
月
に
国
道
１６
３号
「
井
平
尾
バ

イ
パ
ス
」
の
通
行
を
開
始
し
、
府
道
大
山
崎

大
枝
線
（
京
都
第
二
外
環
状
道
路
の
側
道
）

に
つ
い
て
も
着
々
と
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幅
員
の
狭
い
道
路
の
拡
幅
や
歩

道
の
段
差
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

�問
乙
訓
土
木
事
務
所
企
画
調
整
担
当

�
０７
５‐
９３
１‐
２１
５７

�
０７
５‐
９３
１‐
２１
５０

山
城
北
土
木
事
務
所
企
画
調
整
室

�
０７
７４
‐
６２
‐
０５
４７

�
０７
７４
‐
６５
‐
２６
４９

山
城
南
土
木
事
務
所
企
画
調
整
担
当
�
０７
７４
‐
７２
‐
９６
８５

�
０７
７４
‐
７２
‐
０８
３０

第
５
回
や
ま
し
ろ

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１１
月
２０
日
、
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と
ん
（
木
津
川
市
）
で
学
研
都

市
等
の
研
究
機
関
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
等
が
連
携
し
て
、
山
城
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
科
学
と
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。「
環
境
を
守
る
技
術
」「
音
の
不
思
議
」

「
南
極
の
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
科
学
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
放
射
線

の
不
思
議
や
ス
ラ
イ
ム
・
手
作
り
コ
マ

・
紙
ツ
バ
メ
な
ど
を
作
る
科
学
実
験
・

工
作
ブ
ー
ス
、
光
・
音
・
熱
な
ど
を
体

感
で
き
る
様
々
な
実
験
を
揃
え
た
野
外

実
験
ス
テ
ー
ジ
、
競
技
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

実
演
、
電
気
自
動
車
の
試
乗
等
も
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
来
場
者
に
科
学
の

楽
し
さ
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１１
月
２８
日
、久
御
山
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
育
て
た
い
�
山
城
の
子

ど
も
」「
伝
え
た
い
�
山
城
の
文
化
」の
テ
ー
マ
の
下
、

山
城
管
内
の
文
化
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
に
よ
る
舞
台

発
表
の
「
文
化
の
広
場
」
、
体
験
・
実
演
の
「
わ
い
わ
い
広

場
」、
地
域
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
取
組
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
山
城
地
域
の
各
教
育
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

９団
体
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
合
唱
・
日
本
舞
踊
・
和
太
鼓
な
ど
活

気
あ
ふ
れ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
来
年
度
開
催
の
第
２６
回
国
民
文

化
祭
・
京
都
２０
１１
へ
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

各
部
屋
で
は
府
立
田
辺
高
校
の
お
茶
運
び
ロ
ボ
ッ
ト
＆
移

動
式
茶
室
や
源
氏
か
る
た
等
親
子
で
ふ
れ
合
え
る
体
験
を
設

け
て
、
文
化
活
動
を
通
し
て
家
族
や
地
域
の
人
々
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
大
切
さ

を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

�問
山
城
教
育
局
�
０７
７４
‐
６２
‐
０９
８８

�
０７
７４
‐
６２
‐
９２
０７

企
画
振
興
室
�
０７
７４
‐
２１
‐
２０
４９

�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

障
害
者
山
城
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
事
業

山
城
地
域
（
乙
訓
、
山
城
北
、
山
城
南
保
健
所
管
内
）
に
お
住
ま
い
の
障
害
の
あ
る
方
で
、
高

い
技
能
を
持
ち
就
労
者
の
福
祉
の
増
進
及
び
産
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
他
の
障
害
の
あ
る

方
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方
な
ど
を
「
障
害
者
山
城
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
表
彰

す
る
こ
と
で
障
害
の
あ
る
方
々
の
就
労
・
社
会
参
加
を
一
層
推
進
す
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

�問
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
�
０７
７４
‐
２１
‐
２１
９３

�
０７
７４
‐
２４
‐
６２
１５

木
津
川
右
岸
運
動
公
園（
仮
称
） の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す

城
陽
市
東
部
丘
陵
地
で
整
備
を
進
め
て
い
る
木
津
川
右
岸
運
動

公
園
（
仮
称
）
は
、「
山
砂
利
採
取
跡
地
の
自
然
再
生
と
緑
豊
か
な

公
園
」「
計
画
か
ら
整
備
、
管
理
運
営
ま
で
府
民
参
画
に
よ
り
府
民

が
育
て
る
公
園
」
を
め
ざ
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
府
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
森
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
が
地
元

産
の
木
々
を
種
子
か
ら
発
芽
さ
せ
育
て
て
お
り
、
ま
た
「
苗
木
里

親
」
制
度
に
よ
り
地
元
の
小
学
校
や
企
業
等
で
苗
木
を
大
き
く
な

る
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
苗
木
は
、
里
山

的
風
景
を
つ
く
る
「
参
画
・

再
生
の
森
ゾ
ー
ン
」
に
植
樹

を
進
め
て
い
ま
す
。

�問
山
城
北
土
木
事
務
所

企
画
調
整
室

�
０７
７４
‐
６２
‐
０５
４７

�
０７
７４
‐
６５
‐
２６
４９

�問
企
画
振
興
室

�
０７
７４
‐
２１
‐
２０
４９

�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

山
城
教
育
局

�
０７
７４
‐
６２
‐
０１
４８

�
０７
７４
‐
６２
‐
９２
０７

巨
椋
池
田
ん
ぼ
た
ん
け
ん
隊

巨
椋
池
干
拓
地
に
お
い
て
、
近
隣
の
小

学
生
と
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
６月
か
ら

５回
に
わ
た
り
、無
農
薬
の
米
づ
く
り
か
ら

精
米
ま
で
の
体
験
、生
き
物
・
野
鳥
観
察
、

ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
農
家
の
方
や
生
き
物
の
専
門
家
を
交

え
た
活
動
を
通
じ
て
、
農
業
と
自
然
環
境

の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を
深
め
、そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

�問
農
林
商
工
部
地
域
づ
く
り
推
進
室
�
０７
７４
‐
２１
‐
２１
８６
�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

第
７
回
乙
訓
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
駅
伝

１１
月
２７
日
、乙
訓
地
域
２市

１町
を
縦
断
す
る
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。全

１８
小
学
校
か

ら
６年
生
の
駅
伝
チ
ー
ム
（
６名
／
校
）
が
出
場
。
大
山
崎
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
長
岡
京

市
を
北
上
。
ゴ
ー
ル
の
向
日
市
民
体
育
館
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で
、
６区
間
９.
１９
K
m
を
走

り
抜
き
ま
し
た
。
沿
道
の
応
援
は
年
々
増
え
、
駆
け
抜
け
る

児
童
た
ち
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
の
運
営
と
沿
道
の
安
全
確
保
に
は
、
毎
年
、
�社
乙
訓

青
年
会
議
所
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
協
力
を
得
て

お
り
、
乙
訓
地
域
総
が
か
り
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�問
乙
訓
教
育
局
�
０７
５‐
９３
３‐
５１
３０

�
０７
５‐
９３
３‐
５２
２９

や
ま
し
ろ
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

１０
月
１６
日
、
京
都
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
と
共
に
健
康
に
関
連
し
た
各
種
団
体
の
協
力
を
得

て
、
働
き
ざ
か
り
の
府
民
の
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
生
活
習
慣
病
予

防
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
推
進
の
た
め
の
�
学
び
や
体
験
�
の
イ
ベ
ン
ト
を
文
化
パ
ル
ク
城
陽

（
城
陽
市
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

�問
乙
訓
保
健
所
保
健
室

�
０７
５‐
９３
３‐
１１
５３

�
０７
５‐
９３
２‐
６９
１０

山
城
北
保
健
所
保
健
室

�
０７
７４
‐
２１
‐
２１
９２

�
０７
７４
‐
２４
‐
６２
１５

山
城
南
保
健
所
保
健
室

�
０７
７４
‐
７２
‐
０９
８１

�
０７
７４
‐
７２
‐
８４
１２

乙
訓
親
ま
な
び
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
ど
も
は
地
域
の
た
か
ら
も
の
�

～
親
と
子
が
共
に
育
つ
地
域
の
き
ず
な
～

１０
月
１７
日
、親
や
地
域
の
学
び
の
場「
乙

訓
親
ま
な
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行
い
ま
し
た
。

前
半
の
講
演
会
で
は
、
関
西
学
院
大
学

横
山
利
弘
教
授
に
「
子
ど
も
の
心
が
見
え

て
い
ま
す
か
？
」
と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
の
「
親
ま
な
び

講
座
」
で
は
、
１１
の
講
座
の
中
か
ら
参
加
者
に
関
心
の
あ
る
講
座
を
選
択
し

て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
回
で
４回
目
を
迎
え
、地
域
に
浸
透
し
た
事
業
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

�問
乙
訓
教
育
局
�
０７
５‐
９３
３‐
５１
３０

�
０７
５‐
９３
３‐
５２
２９

第
４
回
や
ま
し
ろ
未
来
っ
子
小
学
校
EK
ID
EN

～
走
り
ぬ
け
み
ん
な
の
思
い
を
力
に
か
え
て
～

山
城
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
広
域
交
流
や
体
力
・
運
動
能

力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
各
種
団
体
及
び
企
業
等
の
協
力
を
得

て
実
施
し
て
い
る
駅
伝
大
会
も
今
年
度
で
第
４回
を
迎
え
、１
２

月
４日
、
京
都
府
山
城
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

初
出
場
校
１１
校
を
含
む
参
加
２７
校
の
選
手
た
ち
は
、「
走
り
ぬ
け
み
ん
な
の
思
い
を
力
に

か
え
て
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と
お
り
、
保
護
者
や
友
達
の
熱
い
声
援
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
、
み
ご
と
全
チ
ー
ム
が
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
記
録
や
区
間
記
録
も

多
く
う
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

�問
山
城
教
育
局
�
０７
７４
‐
６２
‐
０１
４８

�
０７
７４
‐
６２
‐
９２
０７

企
画
振
興
室
�
０７
７４
‐
２１
‐
２０
４９

�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

第
６
回
春
の
大
茶
会

と
き

２月
２０
日
�日

場
所
宇
治
茶
会
館
、
京
都
府
茶
協
同
組
合

茶
業
セ
ン
タ
ー

お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
体
験
、
手
揉
み

製
茶
実
演
・
体
験
、
お
茶
あ
て
ク
イ
ズ
、
ふ

る
さ
と
産
品
展
示
即
売
会
ほ
か
。

�問
�社
京
都
府
茶
業
会
議
所

（
�
０７
７４
‐
２３
‐
７７
１３

�
０７
７４
‐
２３
‐
９６
５１
）

企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
今
昔
」
開
催
中
�

と
き

４月
３日
�日
ま
で

場
所
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
山
城

（
山
城
郷
土
資
料
館
）

伝
統
的
な
衣
食
住
の
身
近
な
生
活
用
具

を
紹
介
。
戦
後
の
生
活
の
変
化
を
展
示
し

ま
す
。

�問
山
城
郷
土
資
料
館

（
�
０７
７４
‐
８６
‐
５１
９９
�
０７
７４
‐
８６
‐
５５
８９
）

就
職
ま
で
の
生
活
と
就
労
の

巡
回
相
談
を
実
施

２
月
１４
日
�月
田
辺
総
合
庁
舎

２１
日
�月
木
津
総
合
庁
舎

３
月
７
日
�月
乙
訓
総
合
庁
舎

１１
日
�金
宇
治
総
合
庁
舎

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
１０
時
～
１７
時

※
要
事
前
申
込
み
。
無
料

申
込
み
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

（
�
０７
５‐
６８
２‐
８９
１５
）

え
え
も
ん
発
見
市
in
山
城

１１
月
１３
、
１４
日
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う

府
立
宇
治
公
園
（
中
の
島
）
に
お
い
て
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
地
域
団
体
が
一
堂
に
集
ま
り
、
展
示
販

売
や
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

３回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、参
加
者
の
御
意
見

を
踏
ま
え
、
休
憩
所
を
兼
ね
た
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取

組
と
な
る
よ
う
、
市
民
参
加
の
ブ
ー
ス
と
ス
テ

ー
ジ
も
募
集
し
、
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
へ
の
誘
客
、

他
地
域
と
の
交
流
促
進
を
進
め
る
取
組
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
毎
年
５月
、１
１月
に
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

�問
企
画
振
興
室

�
０７
７４
‐
２１
‐
２０
４９

�
０７
７４
‐
２２
‐
８８
６５

向
日
町
競
輪
「
初
心
者
教
室
」

と
き

２月
１１
日（
金
・
祝
）、

２月
１２
日
�土

場
所
向
日
町
競
輪
場

定
員
各
日
３０
人

競
輪
は
初
め
て
と
い
う
方
を
対
象
に
、
競
輪
の
見
方
・
楽
し

み
方
・
勝
者
投
票
の
方
法
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
バ
ン
ク

で
の
迫
力
あ
る
ラ
イ
ブ
を
間
近
で
観
戦
し
な
が
ら
、
車
券
購
入

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
�
受
講
日
�
郵
便
番
号
�
住

所
�
氏
名
（
グ
ル
ー
プ
で
申
込
の
場
合
は
参
加
人

数
及
び
代
表
者
）
�
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
記
入

し
て
、〒

６１
７―
００
０２
京
都
府
向
日
市
寺
戸
町
西
ノ

段
５（
�
０７
５―
９２
１―
０３
３５
）京
都
府
自
転
車
競
技
事
務

所
事
業
課
へ
。締
め
切
り
１月

２８
日
�金
消
印
有
効
。

�問
京
都
府
自
転
車
競
技
事
務
所
事
業
課

（
�
０７
５‐
９２
１‐
０３
２１

�
０７
５‐
９２
１‐
０３
３５
）

ジジ
ョョ
ブブ
パパ
ーー
クク

山
城
地
域

（
巡
回
相
談
）

こ
れ
か
ら
も
�
明
日
の
京
都
�
山
城
地
域
振
興
計
画
に
よ
り
、
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

イ
ベ
ン
ト
情
報

井井
平平
尾尾
ババ
イイ
パパ
スス

大大
山山
崎崎
大大
枝枝
線線
のの

阪阪
急急
地地
下下
横横
断断
工工
事事

地
域
の
力
を
集
結
�

子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
形
に
�

う
る
お
い
の
あ
る
空
間
づ
く
り

住
み
よ
い
街
づ
く
り

健
康
長
寿
の
地
域
づ
く
り

�2

笑
顔
で
も
悩
み
が
な
い
と
は
限
ら
な
い
相
談
し
て
な
友
達
や
か
ら

（
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
設
立
２５
周
年
人
権
メッ
セ
ー
ジ「
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
」コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
）
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